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綜 説

RecentAd▼ATtCeJHrLPreparedFoodfortheSilkworm.KeizolhŷRItZŶ (KyotoUniversityof

IndustrialArtsandTextileFibres,Kyoto)BoLy〝･KOgaklL31,137,1966.

家蚕の人=飼料 林Fi躍三 (iJ'(抑工iLi組維大学岨緋学部 jJlく榔)

昆虫の人工飼料 こよる網田については,すでに数多

くの成功例が印LL!ほ れている.叩肴がここで述べよう

としている家蚕についても.最近数年のうちに,柔弱
乾燥粉末を主体とする配合飼料から,未知物日をほと

んど治まないアミノ慨飼料にいたるまで,数々の飼料

机成が公表された.いまでは家蚕の全令飼育はもちろ

ん,その無菌飼育も可能になっている.数年のうちに

このように進展したのは,他の昆虫についてすでにえ

られた人工飼料の知見におう点が多いことはいうまで

もないが, とくに沢村,舌凪 折田,Dt輝らの研究に

ISうところが大きい.古田l),村田叩)らは実用的に,

裸節召等による生桑郊不足に際しての緊急用飼料の作

成から, 伊Wy ･8)らは家窮の栄諮要求から, そして沢

村B)らは家系の摂食掛指から,それぞれ人工飼料の研
究に:71･手した.三者三様にその研究の3E点は舛なって

いたが,それらより得た謂知見や,叔近各所ではじめ

られた多くの人々の研究成果を総合すると,上述のよ

うに,家蚕を人工飼料で飼育することはすでに可維で

あると,いってよい段階にきている.もっとも.養蚕

潔という立場からみてまゆの生産性までを考えにいれ

ればまだまだ研究の余地があり,また数年という短か

い期間であって基礎研究が不足していることをおもえ

描,研究はやっとはじまったばかりの状僧だともいえ

よう.

さて上記3研究室のそれぞれ発表された成果や綜説

に加えて,耶者はとくに2,3年の関に報告された家

蚕の人工飼料に関連のある新しい知見や閃超点を.主

として化学的立場から探って述べよう.

1. 誘引物井および摂食刺戟物質

沢村らの研究は桑茄から家表の摂食を促進する物質

を叩耶することからはじまった.その抽出法および餌

付ほれた主なものは節1図のようであった.そして耶

1滋の物nが択食を促進すると報告した. これらにつ

いて詳細な綜説が沢村7りこよってかかれている.誘引物

矧 こ凹しては,班辺わらはβ.γ-hexenol.〟,β-hexenal

がよく家石幼山を誘引すること, しかして老熟幼虫は

とくにhexenalに溺引されることを,また机巾l)らは

〟,T-hexenolの放何川辺と溺引佐との関係をしらべ.
3-cJ'S-hexene-1-01が瓜も溺引性が独いと朔日した.

つづいて沢村10)らは,citral,linalol.linatylacetate.

terpenylacetate苛テルペン桝の溺引性が独力である

郡1図 桑1jS成分の111耶
Y.Hamamuractal.Nature1962.
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節1表 1!的 促進囚子のみよF)なる北本飼fl

Y.Hamamuraetat.Nature1962.
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ことを印IBした. これらはいずれも桑焚中に存在する

とともに他の机物にもみられる物質であった.郊実家
窮は桑ばか[)でなく他の多くの柄物矧 こ誘引されるよ

うである11).その後,･平Fa12)らは新しくolfactometer
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節2図 01factometer
平尾ら 日義雑 1964.

/C /O C/
01factometerforthehatchedsilkworm larvae
A:air-inhalingpores,B:air･exhaustingpores
(startlineoftheinsects),C:fromgaswashing
bottles,D:tovacuum･pump.Arrowsindicate
thedirectionofair･stream.

(第2図)を作成して,約200校の物質について蚕の幼

虫の誘引性のテストをおこなった.図の珪砂ま従来用

いられたようなY字管とは只なって,同一平面上で幼

虫の移動が自由である利点がある.これによると,石

油獄やピネン,ハッ*,樟脳,アミン類などは忌避的

に作用するが,他の多くのものが誘引性をしめすこ

とIS),また geraniolが比較的強力で,浜村らの報告

した citralやlinalylacetateに匹通し,これらより

独力なものとして脂肪酸エステルがあった.なかでも

n-butylpropionateが投荷の誘引性をしめすという.

また2柾の香気物矧 こ対する走化性の比較に際して,

相手となる香気物男の種籾によって複雑な走化性をし

めすこと,たとえばAとBとを比べて,A>Bとなり,

BとCとを比べて,B>Cとなった場合,A>Cとは

必ずしもならない,ことを付言している.誘引性を諭

ずる際に留志すべきことである.この平尾らの研究に

よって,従来誘引性があると報告されたiE.物矧 まいず

れも確認されるとともに,さらに強力な誘引物fiがみ

いだされた. こんご人工飼料の組成分としておそらく

利用されるであろう.

つぎに摂食刺戟物質の研究についてみよう.浜村ら

はll･16)β-sitosterol,isoquercitrin,inositol,sucrose
等を桑子Rから単離し,これらが家畜の摂食を促進する

桑fji成分の主なものであると報告した.また桑の心材

に存在するフラボノイド色素であるmorinもまた有力

な促進物質であったH),そのご内臓らは桑j茄の水桁性

分両からchlorogenicacidを岬離して,これが摂食を

促進することを報告した18).伊藤17･18)はascorbicacid

が家表の摂食を疏著に促進すると報告している.また

5令の幼虫でおこなった実験で,15時間200oCで加熱

した打1-紙にsuCrOSeを含ませるだけでも,家蚕はよく
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これを摂取するという川).

これらの研光は家責の幼虫の噛攻反応や,一定時間

中の摂食または排相星の観察からの結論であったが,

石川20･21)は感覚生理学の立場から,幼虫の小顔中の感

覚毛が薬品に対して感ずる反応を磁気的にとらえ,衣

盃の味覚に関する研究をおこなった.Hodgson22)によ

って確立されたこの方法を家畜に通用する際に,小飼

中の3本の有柄突起 sensillastyloconicaのうち, 2

本の毛について, これらが糖類.水に感受性をしめす

ことがわかったので,それぞれ楯感覚毛,水感覚毛と

名づけた.糖感覚毛がとくに強い感受性をしめすのは

inositol,sucroseに対してであり,これらを感得する

部位はinositol.を感受する受容細胞LIとsucroseを

感得するLs細胞とに分化しているという.そのほか

2,3の物質を感受する細胞が分化しており,glucose

に娼ずるG,塩域および酸斑に感ずるNl細胞等とな

づけられた.さらに,ダイコン,カブ,キャベツのよ
うなアブラナ科椴物の水抽出牧に存在する物Ttで活性

化されるⅩ細胞がしられている23).また舛昧あること

には,Ls細胞の活性のみを特異的に抑制する物11が,

この物質はまだ固定されておらないが, ヨモギのJ柴の

抽出牧中に見山された83).水感覚毛には純水に対して

故い感受性をしめす細胞があり,これをW受容細胞と

名づけた.このほかに,クワ科およびキク科以外の,

家蚕の好まない植物の水抽出紋に対して強い感応をし

めす細胞が見出されたので, これをR受容細胞と名ず

けた.R細胞は忌避すべき物質を感受するように瓜わ
れた.これら2本の感覚毛の反応が寄主選択性に関係

があるかどうか面接に証明できないが,放球の拍物力S
に対するこれらの受容細胞の活性をみると節2-21のよ

うであった.これによると,家蚕がよく食べるクワ,

またすこし食べるシャ,イチジク等の水抽出紋に対し

てはR細胞の活性がみられず,かつLsとLJの両者の

活性がみられた.一万.食下しないサクラやフウ (マ

ンサク科)に対してはR細胞に活性があり,Ls.LIの

両方かあるいは一方の活性がみられない.フウのrFlに

はinositolが相当虫含まれているが,これに対してLE

第2表 種々の矧 こ対するLP,LI受容細胞の活性
石Jrlら 盃試報告 1963.
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細胞の活性がないのはこの細胞のT7;･性を抑制する物TI

が別に含まれているからであると脱明された.石川は

家蚕の宿主他物選択機f伯をq.える上に刺械物Tr.忌避

物質,およびそれらに対する抑制物TIなどを組合して

考える必要があるとのべている.こんごL繋,LT,R細

胞のみでなくそれら以外の受幹細胞がruらかにされる

であろう.sucrose,jnositolのほか沢村らのいう,

β-sitosterol,morin.またlJt雌のいうascorbicacid

守.さらに次にのべるmorin誘村仲等のしめすfl'僻

的なtf!食促進効果も.やがて上記のような手法によっ

ても説明されることと想われる.

節3表 家蚕の摂食におよぼすフラボン
誘召体の彫響

比較したフラボン誘導体

1 フラボン

2 2′,3,4′,5,70H 〝

3 2',3,4',5,7-OCHS 〝

4 5-OH.2′,3,4',7-OCHB 〝

5 2′,3,-OH,4',5,7-OCHS 〝

6 3-OH 〝

7 2′,3-OH 〝

8 2′,3-OH,6-CH3 〝

9 3-OH,2′-OCtT3 "

10 3-OIT,2′10CH3.6-CH3 〝

ll3-OH,7-OCHB "

12 7-OH.3-OCH3 P

13 3,5,7-OH n

+ml衣の韮本飼料を,城蚕10頭に与え,48時間
後の釆数をかぞえた｡兆本飼料中のモT)ンのか

わりに,上記の(3)一也頚のフラボン誘可体におき

かえて,同様に究数をかぞえ1=｡光指数は, 北

本飼料(2)の場合の釆数を100とし,(3)以下をft
む飼料の場合の糞数の相対的な数ILLlをもってし

めした｡

このような研究とは別に,林見21が)はすでにt,Tt食促

進物FIとしてWLI=ほ れたmorinについて.その化学梢

辺とtTE食促進性について節3表のように報告Lている.

すなわち.5桐の水慨苑をもつフラボンであるmorin

の水慨北をメチル化したものについてのテストでは,
2′,3,4',5.7-pentamethoxymorinや2′,3,4′,7-tetra･

methoxymorinでは択企促進能がなく.2′および3

位の水恨兆の迎離した.4'.5,7-trimethoxymorinが
和効であった.別に介成した2′.3-dihydroxyflavone

はmorin以上の効果をもっていることもわかった.す

なわも.morinについていえば.'#召fの11!允に関与す

るのは.2'15よぴ3位の水他端であるということにな
ち.こんごの閃雌として.はたしてフラボン核が必宏

であるかどうか,また上記の化学肺出を北米としてさ

らに独力な1,TT,食促進物nが合成しうるかどうか.舛味

のつきぬことである.

2. 栄 糞 要 求

昆虫の生育にステロールが必要であることは

Hobson28)の研究以来対称となったほとんどすべての

昆虫について確認されている. 家蚕においても,β-

sitosterolが浜村らのいう摂食促進効果とは別に.禿
要な栄苑窮であることは伊藤27)の研究によっても明ら

かになっている.ここではステロール要求については

放近の石井21)の綜説伊膳の托LD27･28)にゆずって,

ascorbicacid.ch10rogenicacid.acetylcholine等
の研兜を紹介する.

a) ascoybl'cocl'd:(JlltPO)によると.人工飼料 に

ascorbicacidを添加しなくても,才芸は1令,と2令の

mmだけはほぼ正'7;'fEこ成良し317胴llqの成良はすすま

ず.全部死亡した.飼料こ0.2mg/gのaSCOrbicacid

を添加すると新しく飼行成机がよくなったという.ま

た幼虫体内のasCOrbicacidn甜ま飼料中のそれの乃

虫ときわめて高い相関があった.仰刀劉まこのように.

耶生Sl)がさきに述べたascorbicacidの架衣における

式要牲をより明白にするとともに,一般に動物作内の

ascorbicacid生三令成柁Fl'i上にあるものとしてsorbitoI

D-glucuronolac.toneおよびD一gulonolactoneがいず
れもascorbicacidに代[)えないことなどから.幼ilUこ

ascorbicacid合成能が欠けていると緋諭した.恨化
型の dehydroascorbicacid はごくわずかの'XE発効

果しかしめさなかったが,araboascorbicacid は

ascorbicacidに代用し得る栄花効果をしめすという.

ascorbicacidの真の必要穴はまだnJ]らかでないが,

伊藤17)の述べた円食促進効果や.飼料小のこの佃の安

定性を考え,さらに飼料の概化防止をも期待して.最

近の人工飼料には1-2,%の絹令兄で ascorbicacidが
加えられることが多い.

b) chLorogc〃tlcacl'd:内藤川)らは家蚕の摂食促進

物質の探紫途上,桑非水溶性分画からchlorogenicacid
を単離し,促進効果があることを見出した.その後加

藤32)らは生長促進物質を桑粟中にもとめて研究してい

たが,その途上活性のある区分は cblorogenicacid

によっておきかえられることを知った.chlorogenic

acidの粟柴巾に含まれる流は0.8-1.0,% であって.
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人工飼料の chlorogenicacid含虫と幼虫の体韮増加

とのBg係をみても約1%が適量である33･31)

C) acetyLchotinc:吉田36)らは桑張および姦体中

の cholineおよびその誘導体を分析した.表体中で

cholineは大半がェステル型となっている.acetyl･

cholineは府化厄前の卵と柾蚕に特に顕著に検出され,

ついで令のすすむにつれて急激に減少し,杜蚕にいた

って全コリン立は投大となるが acetylcholineはほと

んど焼山されないなど,発育時期による塁的消長が著

しいと報告した.choline含畳の乏しい桑に Choline

を退出添食することによって飼育成約も向上した.柿

Ei38)らは合成飼料を第4表のように作って家表の飼育

をすると,acetylcholineを含まない飼料 N0.4では

幼虫は.2令に達することなく約10日間生きて死亡す
る.これに 5,000r/10gの aCetylcholineを加えると
(No.6)5日間で脱皮して2令に逮する.acetylcholine

の効果は 4,000r/10gの cholineによっても代用37)

されるが,methionine,cystein.glycine,betain,

serine.ethanolamine,carnitineによって起きかえる

ことができない.おそらくcholineはacetylcholine

となって,上記の生長因子として作用しているものと

瓜われる.加藤38)は節3図のような実験区を設定して,

蚕が脱皮するためには少なくとも2日間 cholineを食

べる必要があることを明らかにした.

m4誠 アセチルコ.)ンの生長促進効果

K.Hayashiyaetat.Nature(1965)

飼 料組成 LNo･4両 No･5飼中 016飼料

d) ビタミンBfrf:堀江らによると,幼虫の成長に

は少なくともcholine,pyridoxine,pantothenicacid,

nicotinicacid,inositol,riboflavine,thiamineの7

種が必要であり,1gの飼料あたりnicotinicacid,Ca-

pantothenateは 20FLg,pyridoxineは 2FLg,Choline

は 500FLgが適量という.Inositol,riboflavine,thia･

mineはそれぞれ1,000FLg,5pgそして0.5FLg/g以上

が正7;号な生長のために要求される.これらのビタミン

を欠択させて飼育すると,たとえば riboflavineの場
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第3図 飼料交換と2令蛋出現との関係
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合には3令にいたって助山が体を矧I11させて死亡し.

thiamine欠乏では2耶JpJに不脱比状頂で死亡すると
いう,症状があらわれる仰.nicotinicacidの効卿ま

nicotinamide.pyridin-3laldehydeによって田き代え

狩るが,isonicotinicacid,picolinicacid.β-picoline.
3-acetylpyridine.pyridh-3-sulfonicacidなどによ

っては代ることができない31).なれ 幼山の柄主であ

る桑茄中のビタミン台尻をみるとその出-ffの程度によ
って変動はあるが上紀の幼山の要求を胴たすに充分な

五tが含まれている.

e) その他無機物11)脂肪酸12)などの放免成分につい

て若干の報告があるが,これらについては文献の抄録

だけにとどめたい.

上述の微虫成分の研兜には主として準合成飼料が用

いられた.一般に純粋な疋白Tiを望弟…軒として,その

他の添加物もまた既知のものを用いた飼料によって飼

'ffすることは.いまなお囚難というべきであろう.

Ot碓13)は数和の試白矧こついてその様矧こよる栄苑

仰の相迎をしらべた.大豆怒白,卵アルブミン,ラク

トアルブミンなどは比校的生長が良好であったがグル

ーテン,ゼイン,ゼラチン,ペプトンでは不良であっ

郡5話と アミノ慨飼料
伊JIEら 投化 1966.

飼 料 組 成 l アミノ酸組成

PotatoStarch 5.0g

Sucrose 15.0

Aminoacidmix 20.0

Soybeanoil.refined
3.0

β-sitosterol O･5
Wesson'ssaltmix4.0

Ascorbicacid 2.0

Cellulosepowder35.2
Morin 0.3

Agar 15.0

Total 100.0

Mulbervyleaffraction
lOmg/gdiet

Biotin 4/fg

Cholinechloride1,500/Lg

Folicacid 4/fg

Inosit01 400/Lg

Nicotinicacid 300ILg

Ca-Pantothenate150〃g

Pyridoxine-HC1 30ILg

Riboflavine 20/Ig

Thiamine-HC1 20〃g

AIanine 7

Arg-HC1 6

Cystine 2

Na-Aspartate 12
Na-Glutamate 12

Glycine 4
His-HC1 2.

HydroxyProline 1.
Isoleucine 5.

Leuche &

Lysine-HC1 6.
Methionine 2.

Phenylalanine 5.
Proline 4.

Serine 3.

Threonine 5.

Tryptophane 4.

Tyrosine 2.
Valine 6.

0

0

5

0

0

5

5

0

5

5

0

5

5

0

5

0

0

0

0

Total 100.0

た. この相迎の原囚としてアミノ酸組成の相迎が田柄

され.たとえはゼインにはリジンとトリプトファンが

綜加されたが.効果がなかった.しかしゼインに9校

のアミノ概況公物を加えると成長がよくなったので,

やはりゼインの低い'X'j別田はアミノ酸組成に原因する
とkJ.:諭された. 2壬屯以上の正白を同時に飼料に加えた

ときはIll川の助命より飼lff成約が向上することからみ
ても.アミノ概バランスのF."J雌が当然のことながら重

要祝される.氾近の伊礎13)の和掛まこのことをよく示

している.飼料申のアミノ概氾合物から一種づつアミ

ノ酸を除く手法で必glアミノ他を検黙し.家蚕幼虫が

他の昆虫およびねずみなどで北皿してしられている10

種類Arg.His.Ileu.Leu.Met.Phe.Thr.Try.Vat.

の他にPro.を加えて,11種を必罰アミノ酸として要

求することを明らかにした.しかしてこれら11種のア

ミノ概の混合物を望諺;肺として家蚕を飼育したがその

生矧ま必ずしもよくはなかった.これにasparticacid

又はglutamicacidを加えるといちじるしく向上し,

その他の非必邪アミノ概を加えてさらによい結果をえ

た.Ot藤山)はこれらのアミノ酸のバランスを-E.臆して

邦5表の組成の飼料を作った川(耶5出).この飼料に

よる飼育成卿まさきに純誠白を幻諺;附とした飼料によ

るそれとくらべて非'IIYによかった.たとえば.大豆砺
白をJT]いた飼料では15日ILIULZ■寸ffしてのちの幼虫の平均

休正は30mg13)前後であったのに対して,アミノ概飼

料のそれは 130mgH)となっている. このアミノ概飼

料では幼虫の全令を飼符でき,40所から山発して広路

令の5令跡 こ適したものが38弧 吐糸営繭したものが

59-Rという成果であった.衣.lB]11)も指摘しているよう

に,アミノ慨は家詔にとって必ずしも好ましい味のも

のではないようである.とくに堀基性アミノ職はむし

ろ忌避物矧 こ屈する.したがって,アミノ恨バランス

と,その上に咽好性を満たすという問題が入ってくる

ので視雑である.アミノ髄飼料のような純合成別科の

場合には晴好性の問題がどうしても入ってくる.那5
表の組成でもわかるように,沢村らの折柄した爪企促

進物質のほかに,なお桑-AS水沢性分両の沢桁エキスが

約 1%含まれている.配合飼料のような和弘VJをIl;料

とする飼料においては.さらに忌避物TIの況入するこ

とが多く,飼料の作成を囚矧こしている.

さらに獅摘しなければならないものとして未知の生

瓜囚子がある.上記の煎洪水桁性分面の肌縮エキスは

Illにおミ允を促進するだけのものではないと思われる.

山田31)らはすでに述べたように,この分両に存在する

chlorogenicacidが生長促進因子であると指摘した.

こんごも柔弱巾の未知の生長因子を追求する必要があ

ろう.またすでにのべたように,純粋の大豆蛋白質を

主とする飼料で幼虫を15日間飼育するとその平均休或
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は30mgであったが,これを大豆粉末に代えると平均

体延は230-270mgとなり,実に10倍近い値となる.

したがって,何らかの生長因子が大豆中に存在すると

推定されるのである11).最近,大豆水抽出物を除蛋白

し,その上泣紋にアルコールを加えて沈澱する区分に

生長促進物質があることがわかった17).本体はまだ不

明であるが,アミノ酸バランスを諭ずる以TjLJの開成と

して早急に決定がのぞまれる.

観点をかえて,家東による人工飼料の消化46)につい

ても述べる必要があると思われるが,新しい研究は少

ない63).消化淡中の酵素については古く松村18)らのア

ミラーゼに関する興味ある報告につづいて.江口およ

び吉武11)らの酵素型の品種間差違に関する報告があり,

期江60)らの炭水化物および蛋白分解酵素の性状と分布

についての報告もみられる.最近和田Bl)は消化液中に

D(-ト2,3-diaminopropionicacidが存在することを

発表した.D型である点も舛味があり,かつ消化紋中

の主なアミノ酸であることも注目する必要がある (節

6-A).

このアミノ酸の生理的退去はまだわからないが,消

化に-Bは幽係はなくても何らかの情報を挺供するもの

と糊持される.

邦6袈 5令幼虫消化紋中の主なアミノ敢

S.WadaeLaL.Biochem.B1-017hys.
Res.Communicah'on.

Aminoーacid micromoles/mJ

Ammonia

Diaminopropionicacid

Asparticacid

Serine

Glutamicacid

Glycine

0.6736

3.6457

0.2350

1.5695

0.2676

7.449

A 飼料射1成

セル ローズ粉

脱 脂 大 豆 粉

m重 拍

波 粉

如機出混合物
(Wesson'ssalts)

ビタミン混合物

摂 食 誘 起 物

王 乳

アセチルコリン

水 ■分

計(乾物)
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0

.
0

.
0

5

0-

0-

1-

5

鵬

∝
紬

g5.
2

1

1

0

0

0

1

0
5

1
.

日

日
日

B

以上,聾者は家蚕の幼虫の成育に必要な物質につい

て,そしてそれらを用いた人工飼料について述べてき

た.幼虫の体式増加その他からみて,ようやく合成飼

料によって正閏に近い飼育をする見通しがついたと凪

われる.なお,幼虫の終令における絹糸腺の肥大,細

密白の生成について, とくに人工飼料の立場から論じ

た研究報告がみられないことは残念なことである.準

合成あるいはアミノ酸飼料で飼育した場合の幼虫の体

盃はかなり増大するにもかかわらず,えられるまゆは

きわめて貧弱である.後記のように配合飼料を用いた

場合にえられるまゆは桑薬背のそれに劣らないことか

らみて, この間題の研究には幼虫の成育を上Iiに仏式増

加のみでなく,増加の内容を質的に研究する必要があ

ると思われる.

3. 人工飼料と糞蚕

はじめにも述べたように,人工飼料の研究は必然的

に現在の養盃菜に大きな影響を与えずにはおかない.

お主食機械の研究や,昆虫の栄養要求の研兜は初脱の学

問的RL味にとどまらず,まゆの生産性のrEd上という目

的にむかって進展してゆく.

林屋82)らは脱脂大豆粉を蛋白政として,桑染粉やそ

の抽出物を用いることなく,浜村らの摂食促進の138-凶
子を用いて.節7表の飼料で家畜の全令飼育をした.

柑たまゆについて,まゆ蛋白をフィブロインとセ.)シ

ンに分離して,アミノ酸組成を調査した結果,節8表

のようであった63).すなわち桑柴青によって柑たまゆ

のそれと比べて変化が認められなかった.当然予.Wさ

れた結果ではあったが,人工飼料でえられるまゆが神

秘的にまで唯一の飼料とされた桑によってえられたも

のと比べ七,韮本的に全く異なったものでないという

ことが明らかにされた以上,あとは研光の進出ととも

に,現行の生糸の生産性はより向上するものと期待さ

れるわけである.

第7表 飼 料 組 成

林員ら 良化 37(1963).

ビタミン混合物
対 11.3g

ビ オ チ ン 0.02mg

パントテン酸(Ca) 0.2

諜主 観 0.02

ニコチン酸アミド 0.2

VB6-HCI 0.1

VB2(FMN-Na) 0.1

VBl-HCI 0.1

VBT 0.1

VC 39.16

計 40mg

C 摂食誘起物
対11.3g

β-シトステロール

モ リ ン

イノシ トール

燐恨カリウム
(K2HPO-)

gm0

0

0

0

5

2

5

5
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那8訪… 人工飼料でNたまゆのアミノ慨糾成
K.HayashiyaetaL.Proc.Ja♪.Acad.1964.

この方面の2, 3の成果を収録すると次のようであ

る.実用化を目的とした場合,安定飼育のために主と

して桑jTj3粉末や脱胎大豆粉末等の末梢製の采材を用い

た人工飼料がつくられている.たとえば竹林M)は節9

-21の飼料糾成でかなりの飼育成約をおさめている.

邦9表 配 合 飼 料

竹林 祁E3詔試変相 1963.

品 名 J数 爪 g

桑 諜 粉 末

生 大 豆 粉

バレイショ澱粉

ブ ド ウ 糖

折 紙 粉 末

アスコルビン偲

水 r‖H｣

.
5

川

.
5

.
0

.
0

.
1

m

5

1

1

1

1

0

51

幼山の田ff日放は28口,金銅ffu7i数に対する掛 ナん

の少伽ま80,%.企けん3T(に対するけん岡_Tr(の比坤i(け
ん刑歩･合)は16.8,%であった.このような成11ミが咋m

を過じて柑られるとすると欠m性に打んでいると瓜わ

れる.竹林はさらに1.2.317を人工飼料で飼印し,班

窮を矧 こきりかえる飼打法をこころみてけん桐少合が

全や柔弱の場合と大Z三がない21.6,%のまゆを和た.ZTl

肘 Oは剰 TLlの碓mr.17･対'Rとして耶Img]を人工飼料で.

飼̀ 料 成 分

煎 TJS 粉 末

キ ナ コ

imミ 77.Ti

枯 燥 群 母

アスコルビン慨Na呪

'A: 天

で ん ぷ ん

水

見tEtけの水分

壮衣川]を桑頂で約5,000頭を飼和した.成抗は郡10表
のようで,幼虫期関の日数が桑茄ffの場合より2日長
引いただけで,その他の点では傾男な鋼帯成約を打た･
これらは人工飼育を一部別行の花7iLtlに放 り入れること

ができることをしめしている.一万松肝 l)らは熱情 飼

育法に成果をおさめた.知脚飼柵 こ関しては,伊肘 7･88)
が1962年に桑染粉末を約20%合む飼料ではじめて全令

飼育に成功した. この印クーIでは数多くの幼虫の巾から

1頭の営けんするm休を打たという.那覇1抑こその大
半が死亡したのである.2咋わくれて.松肘 いらは伊

瀬の方法を改良して.幼山の企つき約けん郎90-95,%

その飼料組成と飼育成約もある.卿 mTL後の幼虫の取

扱いが憐正であったこと,飼料が幼虫のT3!允と成長に

適合していたことそして飼育期間中に飼料を数回取り

かえたこと等がその主な改良点であった.爪菌的飼打
法によってえられた成果のうち注目すべき点は柄石弓の

発生が皆無であったことであろう.いわゆる･附 ヒ蛸と

よばれる蚕病の中には細菌,とくに河北M),児玉60)ら

の印缶した好アルカ.)性乳概誕=こよるものが知られて
いるがこれら微生物からの'.1Fy米矧 こ防いだことにな

ち.またおそらく飼ff環境のIlrj祝であることに矧勾す

ると,rilわれるが, ウイルス1(;]'である肌蛸の発生も見ら

れなかった61).郡13炎でみられるように細菌飼育によ

ってえられたまゆは決して劣ったものではなかった.

また松肘 2)らは,家蚕がその稚苗期には多湿を,壮蚕

3g)には乾燥条件を好む性質を考慮して,無菌期間を1-

3令m間にとどめ,以後開放桑fjf背をおこなう飼育法

を提案した.これによると病蚕は皆無で, しかもえら
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耶11表 配合飼料の組成と飼育成約(無歯飼育)

松原ら 目頭講演要旨 1965.

召品柾 1飼

群光
全 令 桑 菜

全令人工 飼料

×万里l::;芸文…器芸 %.06100008000.4-58464

1-3眠人工飼料l450

れたまゆは生桑3m背のそれとかわらないという. この

ように配合飼料による飼育の研究は実用化-の辺を宕

火にすすんでいる.

韮礎研死,応用研究が同時に発足し,一途に飼育の

可能性を求めて急速に進出した この数年問の研究を節

1州とすれば,家盃の人工飼料の研究はようやく生理
学,tnl'荘学.生化学,病理学,氾伝学などの誠学の韮

礎の上にJL+IIいた,より深く, より徹成した研究を求
めて耶2相]に入ろうとしている.
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抄 録

ゲンゴロウモド牛の1種(DutJ'scuamargEnLZlJ'8)

の警戒物文としての脊椎動物ホルモン

Ein Wirbeltierhormon als Wehrstoffdes

Gelbrandkafers (Dytiscus mayginalfs) H.

Schildknecht,R.Siewerdtu.U.Mashwitz,

Angew.Chem.78,392(1966).

この甲虫の耶戚物円をキャビラ))一巾で結晶化(mp.

=135-140o),あるいは相同クロマトグラフで椛製し

た.2,4-Dinitrophenylhydrazonの生成,紫外およ

び赤外線吸収 スペクトルから a.β一不飽和ケトンと郡
2のケトン基の存在がわかり,円二色性吸収からステ

ロイドジケトン (AL3-および 20-Ketosteroid)が結

納された.C-20のケトン益は赤外吸収 1693cm11に

何周されるが,3475cm -1の吸収をもつ水酸益と水菜

結合をしている.これらの結射ますべてALPregnen-

3.20-dion-21-01-(1)(ll-Desoxycorticosteronある

いはCortexon)と一致する.

0

0-H
H ＼

C 0
/＼l- / ＼/lI I/＼l/＼/＼/

･＼･し/

市販のCortexonおよびその Acetatと,天然物お

よびその Acetatとはそれぞれ完全に同定された.

Cortexonは脊椎動物の無機質 コルチコイドホルモン

であるから,これが甲虫の作用物Tiであることは粥味

深い.乎Ju-･迅なら数千の牛の別田からしか叩耶されない

ような虫,すなわち 0.4mgほどものものホルモンを

このfTT虫は分さ必するから.刑托動物の Na-K-収支が
鋭TJRに妨召されるわけである.叩山分卓抜物を餌に投与

すると粒時TIT'Jのうちに搾く麻酔される.rr7虫自身に対

しては何ら作用がない.

(冨田一郎)
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